
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県戸塚警察署協議会

日 時 令和５年７月31日（月）午後３時から午後５時30分までの間

場 所 横浜自動車学校

出席者 １ 警察署協議会側

岡部勝廣 武田幸光 岩﨑広之 中嶋孝宏 中田美記子

石橋郁恵 大渡久雄 増田明博 宇佐美裕助 小川朋子 計10人

２ 警察署側

署長 村上滋敏 調査官兼警務課長 渡辺雅史

生活安全課長 清水正太郎 刑事第一課長 木村次郎

刑事第二課長 兵藤岳大 交通課長 永澤幸司

警備課長 安田匡志 計７人

警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

議事要旨 「災害対策について」

１ 「災害時の治安維持について」

６月２日の台風２号では、夜間帯から危険箇所の巡回や管内を流れる柏尾川をはじめとする

各河川の水位状況の確認するなど警戒パトロールを実施するとともに、土砂崩れの発生場所の

確認や、区内の防犯パトロールを実施した旨を説明した。

２ 「警察官ＯＢとの協力体制の確立」

「災害時支援活動要領」に基づき、警察ＯＢの防災訓練の積極的な参加依頼を含めて情報共

有を図り、更なる協力体制を構築していく旨を説明した。

３ 「各町内等で行われる防災訓練への参加をしてほしい」

防災訓練の参加については、他機関と調整のうえ、訓練に参加する予定である旨を説明した。

４ 「住民への危機意識向上を図るための指導を行ってほしい」

住民への災害に対する危機意識向上は、警察だけではなく、自治体と連携し、住民に対し広

く浸透させることが非常に重要になるため、検討・確認を行った。

また、戸塚警察署のホームページに「災害に備えて」と題した記事を掲載し、「日頃からの

備え」「台風や大雨に備える」等の呼びかけを行う予定である旨を説明した。

５ 「大雨等の予想できる災害については、対策準備をしてほしい」

５月31日、神奈川県災害救助訓練場において、風水害対策警備訓練を実施、装備資機材操作

習熟訓練をはじめ、土砂排除訓練、倒壊家屋や車両からの救出訓練を行った旨を説明した。

諮問

「駐車場内における交通事故防止対策について」

答申

１ 運転者の意識改革

路外施設の出入口では一時停止しなくてはならない事等を運転免許更新時等を利用して啓蒙

活動を行ってはどうか。



２ 小規模の店舗等に対する交通安全対策

大型店舗等の事業所については事前の指導や対策が実施されているが、小規模の店舗等に対

する指導は難しい。

自治会や警察等が、交通安全対策を行っている店舗に対して表彰する等の施策を行ってはど

うか。

業務説明

前四半期（令和５年４月から６月まで）の業務推進結果及び今四半期（令和５年７月から９月

まで）の業務推進重点についての説明を行った。

備 考 視察

当署交通指導係及び警察本部交通総務課の白バイ隊員によるデモンストレーション走行につい

て視察を行った。

視察後の警察署協議会からの意見

〇 重たいバイクを軽々と使いこなし、すばやい転回とスピードは迫力がありました。

〇 交通違反者は逃げられないと思いました。


